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まえがき
ここにおける課題は， く近代都市〉ロンドンの形成と
発展の経過をみること，これである。そこでまず， く近
代都市〉ロンドンがなにを意味するかを述べておかなけ
ればならなし、。というのは，観点が異なれば，全く異な
る局面を対象とすることとなり，それ放に，異なる内容
のものとなるからである。さらに，同様なる観点からみ
るばあいにおいても，〈近代都市〉ということばをあまり
限定して狭義に解することを避けなければならない九
都市は，その立地と伝統とによって，それぞれの役割を
担っているからである。ここにおいては，これを経済史
の観点からみて，近代社会における都市というほどの広
い意味に解することとする。
ところで，いまこれをこのように解するとするなら
ば，かかる意味におけるロンドンの発展はイギリスの発
展のいわば集約的表現であるから，このー篇の報告にお
いてその経過のすべてを述べることは，到底不可能であ
る。おそらくその一局面についてみるとしても，それは
容易ではあるまし、。それ故に，以下の本論においては，
むしろその結果の都市としてのロンドンの変貌に主とし
て焦点を合せてみることとする。
1）このようにしづ意味は，次ぎのごとき理由によ
る。 く近代都市〉の意味を，同一領域の観点から
みたばあいにも，どこに力点をおくかによって，
異なった歴史上のイメージを成立させることとな
るからである。
I 十八世紀におけるロンドシ
c 1) シティの拡大と変化
現在の大ロンドン GreaterLondonあるいは1968年
にこれが成立するまでのロンドン州 LondonCountyの
中核をなすとみられるシティ theCityは，元来ローマ
占領期に築かれた城壁によって閉まれた狭小なる地域で
あり，アングロ・サクソン後期に東サクソンの首都とな
った特殊の地位と地理的に恵まれた貿易港としての伝統
に支えられて， く大征服） Norman Conquest後やがて
イングランド王国の首都となり，中世後期には種々の手
工業と商業が発達し，とり分けイングランド第一の貿易
港としての繁栄著しく，その結果周辺諸州のみならずそ
れより隔たった諸州からも流入してくるものが多く，と
きには大陸からも移ってくるものがあり，そのために城
壁外に早くよりはみ出て定着していた。そこで，その一
部が・ンティに編入されたが，それでも尚その地積は 677
エイカーにすぎず，その後の人口の増加と集中，郊外へ
の拡大にもかかわらず，シティそのものの区域に変更を
加えられることはなかったの。
それはとにかく，十四世紀にすでにあらわになってい
たイギリスの農村諸地方における毛織物工業の発達が，
十六世紀に入って，一層著しくなり，その結果，ロンド
ンはとり分け刷毛織物の文字通り巾の広い未完成品であ
るブロードクローズの輸出を殆んど独占して繁栄し，同
世紀中葉以後の大陸における相次ぐ戦争によって，旧来
の市場が関されると，それまでも扱っていおどtτ ドク
ローズ以外の種々のタイプの完成品である刷毛織物の消
費市場との直接の取引，さらに，未完成のブロードクロ
ーズ輸出の新たな市場としてのオランダおよび北ドイツ
の諸都市，とくにハンブルグとの貿易，そして，エリザ
ベス朝以後打撃を受けたブロードクローズに代わるもの
として新呉服 newdraperyの名の下に知られるように
なった統毛織物の生産の拡大に伴って，その新たな市場
との貿易等によって，長期的にはよくその繁栄を維持し
ていた目。当時のシティにおいては，種々の手工業が発
達し，商取引も盛んに行なわれていたために，平和の回
復とともに，人口の増加と居住区の拡大が再び著しくな
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表1 ロンドンの人口増加の趨勢
一← ' 
年代 l人口概数｜
1600 200,000 
1650 400,000 
1700 575,000 
1750 675,000 
1801 900,000 
ってくるO
表lは1600年以後の郊外をも含んだロント、ンの人口増
加の趨勢を半世紀毎の概数によって示したものであり，
1600年から1750年までの概数の基礎となっている史料は
教区の書記によって保管された死亡記録 Billsof Mor-
talityや洗礼と埋葬の記録であるから，夙に D ・デブ
ォーによって正当に指摘されているごとく，ユダヤ人や
カトリック教徒のみならず，非国教徒のプロテスタン
ト，外国人および登録することもできないほど貧困なも
のの子弟をも含んでいない4）。 また，最初の国勢調査が
行なわれた1801年の数には，軍人，兵士，水兵が含まれ
ていなし、。それ故に，これらのものを考慮するならば，
各年度の数字が相当上回るものとなるはずであるが，表
1の数字が全体の増加の事実に近い趨勢を示しているこ
とは，誤りなし、。もしそれが正しいとすれば，十七世紀
前期と十八世紀後期の増加のとくに著しかったことが知
られる。そして，この二世紀聞の増加の趨勢は，それ以
前のそれとは全く異なり，十五世紀末期のく地理上の発
見〉に端を発する〈商業革命〉の進行の過程に展開され
た植民地の開拓と世界貿易の開始に伴って，国内の工業
の発達に支えられて円 地理的に恵まれたロンドンがや
がて西欧の諸都市を凌駕して，世界の金融並びに商品取
引の中心にまで発展することを，その基本的要因として
いることであるO このことが明確になるのは，いうまで
もなく，十九世紀前期であるが，その展望が聞けるの
は，十八世紀後期であり，その匪胎期が同世紀前期，お
そらく名誉革命以後とみてよいであろう。人口の集中と
増加それ白体が，それらの多数の住民の日常生活の必需
品と一部のものたちの賛沢品に対する需要を充足する種
々の工業の発達を促すこととなる。
以下かくのごとき観点から，十八世紀におけるロンド
ンの隠住区の拡大の跡をみることとする。
いまその跡をみるばあい，その始まりがエリザベスの
治世にまで測ることが知られる。シティ周辺の郊外から
さらに四方に長い線をなして発展しつつあったからであ
る。すなわち西へはストランド通り沿いに貴族の邸宅が
テンプ／レ・パーからチェアリング・クロスまでテムズ川
の岸を縁どり，次いで，通りの北側にも立ち並んだ。そ
して，それとほぼ平行して，北方のホノレボーンからセン
ト・ジャイルズに向っても発展し始めていた。東におい
ては，当時興隆しつつあった海運および工業関係のもの
たちが，テムズ川沿いにタワー近くからラトクリフまで
定着し，その北方のショアディッチとホワイトチャベノレ
の道路に治っても拡がり始めていた。北へはスミスフィ
ールドからクラーケンウェノレまで延び，南のサウスウオ
ークには大多数職人層より成る多くのものが入り込んで
きた。さらに，ウエストミンスターにおいては，旧修道院
の周辺に拠るべき職をもたない貧民が集まってきた白。
これらの傾向はその後も止むことなしシティ内から新
たな郊外へ移るものもあったが，上述の線と線の間の空
地が，その後地方からたえず集まってくる新来者たちに
よっても，急速に埋められていた。
このころからすでにロンドンの周知のイースト・エン
ドとウエスト・エンドの対照的相違が現われ始めてい
た。 「ロンドン観察記」を占いたジョン・ストーは，か
つての海賊の処刑j場であったセント・キャサリンの境内
からウォッピングに至る聞には，それまでの40年の問一
軒の家もなかったが，絞首台が取り払われた後には，殆
んどラトクリフまでタワーから丸1マイルのテムズ川沿
いに，小さい家屋や小屋が立ち並んで，水夫のための飲食
店主が居住していたことを述べている7l0 この東地区の
発展は，西地区が;f.l的かつ地区的に法律によって規制さ
れ，長期の借地契約によって計画的に街路と広場を設定
して開発されたのとは対照的に，明白にステップニイと
ハックニイの中世以来のマナーの大特権地の慣習の影響
を受けて，コピイホルダーたちが地主に対する許可料な
くして31カ年の定期貸しをなしえたために，土地を細分
して貸して，いわばなしくずし的に拡がったので、ある目。
貧しい人々が狭い地区に密集して居住することは，伝染
病の蔓延を容易にするために，すでに1580年に新たな建
築と同居人をおくことを規制する布告が初めて出され
た。ジェームズ一世もこれを受け継ぎ，さらに，拡大し
て，火災の類焼を防ぐために，煉瓦建ての建築を奨励
し，多くの木造の小屋や葦で葺いた茅屋を取り払おうと
した。しかし，これらの布告には例外が認められてお
り，煉瓦建ての建築は富裕なるもの以外には不可能であ
り，結局布告は効果がなかったのであるへその後もた
えず流入する内外の新来者は，市民となることはでき
ず，それ故に，シティ内部において職場や店舗を設ける
ことを禁ぜられていたから，そこからは排除されてい
た，その大部分が，シティの東と北およびサウスウオー
クに定着した。ウィリアム・ベティによれば，「1662年に
はロンドンは，東の建物群全体の煤煙，蒸気，悪臭を逃
れるために，西方へ発展した。吹き渡る風が西からであ
ったから，！貴族の豪壮な邸宅とかれらによって生活する
人々の住居がウエストミンスターへ移り，シティの旧い
大邸宅はカンパニの集会所になるか，あるいは割貸しft¥
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家に転ぜられた」10）といわれ， この西への発展の動きは
1666年の大火によって大いに促進され，それとともに，
シティ内部の木造家屋の大部分が焼失して，その後の都
市の建築の転機となった。
しかし，ロンドンへの人口の集中と増加の大勢は，こ
の大火によっても衰えることなく，植民地とくに西イン
ドの開発，東インド，西インド，レヴァントおよびポル
トカVレとの貿易の発展，ウィリアム三世とメアリの統治
等によって，ロンドンがアムステルダムを凌いで，ヨー
ロッパ第一の商業貿易の中心としての地位を固めつつあ
り，その結果，国内のみならず国外からも多数のものが
流入してきた。十八世紀に入って，イングランドとウエ
ールズの旅行記を書いたダニエノレ・テブォーは， 1724年
当時ロンドンという名称が，シティに限らず，四方に鉱
大した広汎な郊外を含めて，一般に用いられているとし
て，その意味におけるロンドンの周囲が，シティ，ウエ
ストミンスターおよびサウスウオークとデトフォード，
アイリントン，ニューイントンのごとき新たに吸収され
た村々をも囲む36マイルに達しうるとみつもっている。
尤もかれはポプラー，ブラックウオール，グリニッチ，
チェルシイ，メアリルボーンおよびナイトブリッジを除
外した。しかし，セント・ジャイルズがメアリルボーン
とつながりそうであったごとく，ウエストミンスターが
チェノレシイとつながりそうであり，モンターギュ・ハウ
スの近くのグレート・ラッセノレ街もトテナム・コートと
同様であったのであるから，かれはロンドンが急速に一
層拡大することを予想していた。そのばあいに，無計画
な拡張をやや誇張していたとみられるが，それより一世
代余の後には，かれが予想したごとく，事実四方に拡が
っているのである1口。
1761年の「ロンドン，ウエストミンスターおよびサウ
スウオーク案内」によれば，かつてデフォーが上述の線
で示したロンドンの中には，尚多くの空地があったので、
あるが，このころには計画的開発，投機的建築および経
済上の圧力によって埋められ，さらに，線で固まれた部
分の外，とくに西への発展の著しかったことが知られ
る。例えば， メアリルボーンの戸数は 1722年の 317,
1739年の577, 1801年の7764であり， チェルシイの戸数
は1717年の 350,1795年の1350であって， いずれも中葉
以降の発展が著しかったことが示唆されている山。
この発展には，次ぎの二つのものが大きく寄与してい
る。その一つは， 1750年におけるウエストミンスター橋
の開通である。これによって，ウエストミンスターが直
接サウスウオークおよびセント・ジョージズ・プイール
ズと結びつけられることとなった。そして，他の一つ
は， 1756・7年におけるいわゆる新道（現在のメアリルボ
ーン，ユ一九トン，ベンテンヴイノレ通り〉の建設であ
る。それはパディントンからアイリントンまで延びてい
て，東方のハグニイ，ベスナノレ・グリーン，ステップニ
イに連なり，それに沿った地区の空地の建築の速度と方
向を決定づけている。そして，すでに北へも延びつつあ
ったので， 1770年代と1780年代にポートマン，マンチェ
スター，ベッドフォードの各広場が相次いでつくられ，
また， 1763年のブラックフライア一橋の開設が，さきの
ウエストミンスター橋とともに，南への発展を促進し
f,:_13）。
以上のごときロンドンの居住区の異常な拡大は，要す
るに，表1の示すごとく，人口の集中と増加の結果にほ
かならないのであるから，その原因はとにかく，その動
向についてみておかなければならなし、。いまこれを結論
的にいえば，その人口増加がそこにおける自然、増加より
も専ら地方および海外からの流入によるものであったと
いうことである。十八世紀前期は，イギリス全体として
も，人口があまり附加していないといわれているが，そ
の時期のロンドンにおいては，つねに死亡数が出生数を
上回り，とくに1727年と1750年の間が著しし 1724年と
1742年の間に洗礼を受けたものの数が年19,370から
13,571に減じ，死者の埋葬が洗礼者数の最低の1741年に
32, 167に上っている。そして，死者の大半が5才以下の
幼児であり， 1730年と1749年の間に洗礼を受けた幼児の
4名中3名が死亡したといわれている14）。死亡数が出生
数を著しく上回った理由は，周知の飲酒の風の藍延に帰
せられているが，直接の原因が貧困にあったことは疑い
ない。
かくのごとく，死亡数が多かったにもかかわらず，人
口が噌加しているのであるから，これが流入によるもの
であることは確かであるが， E・A・リグリイは1750年
代までのその数を年8,000名とみつもっている15）。いま
その当否は別として，かれによれば，これらのものは主
として若い男女より成り，その多くが家庭の使用人，徒
弟，労働者であった。かれらは下層の出身で貧しかった
から，シティにおいて市民権をえたり正規の職に就くこ
とができなかった。それ故に，かれらはタワーの東のセ
ント・キャサリンズの敷地内，さらにその東の教区や小
村，スミスフィールド，サウスウオーク等に集まり，と
くに男子はタワー東部の港と船舶工業にひきつけられた
といわれる1白。 R• デイヴィスはすでに1700年ごろのロ
ンドンの住民の四分のーが港に直接関わる職業の雇庸に
依存していたことを示唆している17）。
それはとにかく，これらの流入して来るものの多く
は，イングランドの諸地方のみならず，スコットラン
ド，ウエールズ，アイルランドからも来ており， さら
に，大陸からもドイツ人，フランス人，オランダ人およ
びユダヤ人がたえす．流入している。ルーデは 1767年と
1780年のカトリック教徒に関する報告にある14,000の家
庭の中の多数のものがアイルランド系であることを推定
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表2 シティと周辺部の人口
地 区＼ 1100 I 1so1 I 
シ－－；－~ 均一面瓦4~3oi 
サウスウオーク I 100, 0001 98, 1001 
ウエストミンスター I 130, 0001 165, oo・ 
ミドゥルセックスとサーリィの外 I226, 9叫3乃，000
部教区 I I 
五教区（メアリルボーン，セント
・パンクラス，ハンマースミス， I 9, 1501 123, ooo 
ケンシントン，チェノレシイ） I I 
している18）。前述の外国人中著しいのはユダヤ人である
が，かれらの近代における歴史については，すでに別稿
において述べたところであるから19うここにおいては，
次ぎの二点のみを指摘しておくこととする。その一つ
は，十八世紀初期におけるかれらの人口は， おそらく
1, 000名余， 問中葉において数千名，そして同末期には
15,000名以上を数えたこと，他の一つは，かれらの大部
分が貧困であり，その居住区がイースト・エンドであっ
たことである。かれらは宗教と習性の相違からロンドン
の旧来の伝統的な職に就くことができず，長く差別の下
に置かれていた。これに反して， ドイツ人，フランス人
およびオランダ人は，その数が少なく，十八世紀末期に
おいて，他の外国人を加えても， 10,000名に達しなかっ
たもののごとく 20＇，イギリス入社会への同化が容易で、あ
ったと思われる。
いまM ・ドロシイ・ジョージが掲げる数字中， 1700年
と1801年の数字を抜粋して示すと2口，表2のごとくであ
る。但しシティの数字は城壁内外をそれぞれ一括しf.:.o
周辺部の増加の著しかったことが，よく示されている。
2〕拙稿「中世都市ロンドン」都市の成立とその歴
史的展開（ 2 ) PP. 62-5. 
3) R. Davis; English Overseas Trade, 1500-
1700, 1973. Studies in Economic History. 
4) G. Rude; Hanoverian London, 1714-1808. 
1971, PP. 4, 5. 
5) W. E. Minchinton; The Growth of English 
Overseas Trade in the Seventeenth and 
Eighteenth Century, 1969. とく tこ lntroduct-
ion. PP. 1-52. Debates in Economic History. 
6) M. Dorothy George; London Life in the 
Eighteenth Century, 1965. PP. 73, 74. 
7〕Ibid.,P. 75. cited by M. D. George. 
8 ) Ibid., P. 75. 
9 ) Ibid., PP. 78 80. 
10) Ibid., p, 74, cited by M. D. George. 
11) Rude ; Ibid., PP. 2, 3. 
12) Ibid., P. 3. 
13) Ibid., P. 3. 
14) Ibid., P. 5. 
15) E. A. Wrigley; A Simple Model of London’s 
Importance in Changing English Society and 
Economy 1650一1750; Past and Present, no. 
37, 1967. P. 46. 
16) Rude; Ibid., PP. 5, 7. 
17) R. Davis; The Rise of the English Ship-
ping Industry, 1962, P. 390. 
18) Rude; Ibid., P. 7. 
19）拙稿「近代イギリスにおけるユダヤ人について」
「経済と経済学」 34号．
20) Rud岳； Ibid., P. 8. 
21) George; Ibid., P. 319. 
c 2) ロンドンの経済的発展
ドロシイ・マーシャノレは「ドクター・ジョンソンのロ
ンドン」において， 「急激な発展が，住宅と街路，食料
と衣料およびそれが必要とした輸送と楽しみを与えるた
めに，多くの産業を生み出した」 22）と述べ，また，「ロン
ドンの産業の多くのものが，その日々の家庭の必要によ
ってっくり出された」23）とも述べて，商業・貿易の中心
としてのみならず金融の中心としても発達しつつあり，
消費市場として，また，そこに住む多数の住民の必要を
充たす産業の発達を強調している。これに対して，ジョ
ージ・ルーデは「ハノーヴァ一朝のロンドン」において
十八世紀末におけるロンドンが世界最大の商業中心であ
り，王国の貿易と海運のまた最大の中心であって，当時
すでにアムステノレダムに代わって世界の保険および貨幣
市場の指導的地位を獲得しつつあり，他方，広汎な消費
市場を形成してイギリス国民経済の発達に甚大な影響を
与えており，十七世紀末に王国第一の工業都市として発
達し，十八世紀前期よりその一部が地方へ移動して，相
対的重要性を減じつつあったとはし、え，尚工業都市とし
ての地位を保持していたことを主張している24）。これら
両者の記述についてみると，ルーデの方が遥かに長期に
亘るロンドンを対象としているとはし、え，イギリス全体
の国民経済の観点よりみれば，より正鵠をえている点が
多い。そこで，以下かれの見解に概ね従って，十八世紀
のロンドンの経済的発展の跡を概観することとする。
まず，消費市場としてのロンドンについてみると，そ
の規模の大きかったことは， 1725年の消費された食料，
飲料および燃料に関する表3の数字25）を一見すれば，明
かである。そして，この数字が人口の増加とともに大き
くなることは，いうまでもなし、。しかし問題の重要性
は，かくのごとき数字にあるというよりも，むしろこれ
らの物資がどこから供給されたかということにある。そ
こで，ほぼ時期を同じくするデフォーの記述から抜粋す
ると，概ね表4のごとくである26）。
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表3 1725年の食料，飲料および燃料の消費
麦
羊，
豚
サ
カ
タ ブ
ノ、 タ
チ
ノレ
ビ
ブドー
蒸溜
石
粉
牛
羊
ノ、 J
詰＊ I 
ズ
ク
ノレ
酒
酒
炭
369,000クォーター
6,000頭
70,000頭
187,000頭
1, 475, 000尾
115, 000ブッシェル
小舟 1,398杯
16, 366, 000ポンド
21,066,000ポンド
5,000，α）（）ガロン
1,970,989バーレル
30,000トン
11,200,000ガロン
475,000チヨードゥロン
表4 ロンドンへの物質の供給地
ノーフォーク
サフォーク
ケント
エシックス
サシックス
リンカーンシャー
ウォーリツクシャー
レスターシャー
サーリイ
ノミー ミンカゃムシャー
ベッドフオートシャ
グロスターシャー
ウィルトシャー
ウースターシャー
ヨークシャー
チェシャー
ランカシャー
ヘリフ才一ドシャー
デヴォンシャー
ドーセットシャー
ウエールズ
スコットランド
ミドウノレセックス
七面鳥，鶏，鷲鳥，羊，魚
鶏，鷲烏，羊，バター，チー
ズ，小麦，魚
魚，カキ，薪，牛，石，穀物，
材木，果実
羊肉，魚，カキ，穀物
魚，小麦，ひまわり，牡牛，
羊，材木
鮭，羊
チース
羊
鶏，小麦，ひまわり，もやし，
材木
レー ス
レー ス
鮭，チーズ，サイダー
チーズ，ベーコン，もやし，
上質毛織物
手袋
石炭
｜チース
綿布
ベイコン，サイダー，手袋
サイダー ， レー ス
石
！牛牛，石
稼，大麦，豆，果実，野菜
表中ミドゥノレセックスについては，デフォーはとくに
述べているのではなく，十八世紀中葉以後にロンドンの
市場向けの農作と果樹栽培を拡大させたのである釘〉。そ
して，これらの物資の多くは，それぞれ種類別に穀物，
稼，家畜類，家禽類，魚類，果実と野菜，石炭，毛皮と
なめし皮，毛織物等旧来の戸外もしくはホールの市場に
おいて取引されたが，量の増加ゃなんらかの有害なる物
資（悪臭，汚染等）を扱うばあいには，それに応じて取
引する場所を増やしあるいは居住区から離れたところへ
移した。
地方からの物資の運送は，陸路のみならず可航河川お
よび治岸航路を利用して行なわれた。しかし，十八世紀
前期の道路の状態は， 1697年以来ターンバイク委員会に
よって建設されつつあった僅かな有料道路を除いては，
ロンドンの市街地といえども，道幅が狭く，舗装が破損
しているか，周辺の新開地のばあいには，計画的に開発
されつつあったところを別にして，修理も殆んど行なわ
れず，況んや地方へ通ずる道路が一般に荒廃していて，
陸上交通を甚しく限碍していたといわれる船。ターンパ
イク法に基づき，各州の治安判事によって任命された委
員会が，通行税の徴収，道路の建設および改修の責任を
負っていたが，同世紀前期の聞は，甚しく不評であっ
て，問中葉にかけて，しばしばそのための暴動が起り，
武力によって鎮圧されなければならないこともあった。
しかし，同後期に入って，内陸交通の整備の必要性が認
められて， 1760年と1774年の聞に，議会は道路の建設と
維持に関する 452より少なからざる法律を通し，さら
に，その後の一層の建設によって，同末期にはほぼ全国
に及ぶ道路網が完成された29）。また，これに撞を接し
て，可航河川相互の閑，これらと北部と中部の重要な工
業都市や港と結ぶ運河が相次いで堀さくされ，とくにグ
ランド・トランク運河，これに連なるコヴエントリ・オ
ックスフォード運河，グランド・ジヤンクション運河の
完成が上述のロンドンへの物資の運送の上から重要であ
った加。かくのごとき内陸交通路の整備は，治岸航路の
利用と相侠って，人口がたえず増加しつつあるロンドン
への大量の物資の運送を容易にしたのみならず，各地方
の農・牧業，酪農業，漁業および工業の特殊の生産の一
層の発達を促し，また，それまでロンドンヘ供給しえな
かった，例えば，スタッフォードシャーの石炭のごと
く，水上運送によって供給されることとなり，さらに，
中部地方においてこの市場向けの野菜類の栽培の発達を
資したのである。
以上のごとく，ロンドンは主要な生活資料の大部分を
地方に依存していたのであるが，他方，ロンドンは，こ
れに対して，国内第一の商業の中心として，海外からの
輸入品（とり分け胡板，茶，砂糠，ぶどう酒）を地方に
供給し，さらに，工業都市として，旧来の伝統的工業の
みならず当時発達しつつあった種々の新たな工業の製品
の一部を地方に送り，海外へ大量に輸出していたものす
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らみいだされる。そこで，当時の経済の消長について，
若干立ち入ってみることとする。
1720年にジョン・ストライプがとくに著しいシティの
カンパニ60を挙げているといわれるが，これが当時の職
種の数としてあまりに少数に過ぎることは，いうまでも
あるまい。それよりほぼ一世代後の1747年の「すべての
職に関する一般的描写」には， 135の職業craftsおよび
その他の80の生業 occupationsについての記述があり，
それぞれ従事するものの数，労働時間と賃金，その仕事
を始めるのに要する資金，年期奉公の条件と費用および
その他の有用な知識を記しているといわれる31)。これと
同年のキャンベルによる「ロンドン職業人」も，内容に
おいでほぼ同様であるが，職種の数が商，工業と若1二の
専門職合計338を挙げていて，その中には，技術と分業
の発達，事業の規模の拡大および新種の生産とサーヴィ
ス等による相当数の新たな職業が認められるが，尚多く
のものが存在していたことは，疑いなし、32)o 1749年のウ
エストミンスターの選挙人9,465名の職業が395に分たれ
1791年のロンドン人名録に記載されるものの職業が 492
より少なくなかったといわれるが33うこれらとても極め
て限られた史料による数字であるから，決して実態を表
わすものとはいえない。しかし，当時のロンドンの多様
な経済活動を示すものであることは，確かであるoM ・
ドロシイ・ジョージはこれを大別して，次ぎの三つに分
けている。 1.商業・貿易の中心としてのロンドンの地
位に必要な職。造船，それの補助的なるもの，内外の市
場に大量に送り出される種々の工業。 2. とくに定評あ
る高級品をつくる職。時計，刃物，陶器，宝石，家具，
鞍，馬車等多岐に亘る製造。 3.賛沢な欲望を充足する
一連の職。チョコレート，靴，絹織物，婦人外套，婦人
帽，かつら等の製造からコーヒー・ハウスの経営，理髪
職にまで及ぶ担》。この分類がすべての職を網羅するもの
でないことは，いうまでもなし、。いまそれらの中の当時
とくに著しい工業についてみると，造船，時計製作，宝
石細工，陶芸，絹織，金属加工，戦皮と皮革仕上げ，石
鹸製造，醸造，蒸l留酒製造等であり，最後の二つを除い
て，その立地あるいはそれを職とするものたちが，それ
ぞれ一定の地区に集中していたことが知られる。
1. 造船 セント・キャサリン教区，ウォッピン
グ
2. 時計製作と宝石細工 クラーケンウェル，セ
ント・ノレークス教区
3. 陶芸 チェノレシイ，ランベス，ノミウ
4. 絹織 ホワイトチャベノレ，ショアディッチ，
ステップニイ，スピタノレフィールズ，ベスナノL・
グリーン，ムーアプィールズ，マイノレ・エンド
5. 金属加工 ファーリンドン
6. 綜皮と皮革仕上げおよび石鹸製造 サウス
ウオーク
7. 醸造と蒸潤酒製造 それぞれ居住区から隔っ
た周辺
これらの中の最も著しいものは，造船，時計製作およ
び醸造であり，造船は専ら貿易港ロンドンの必要に応じ
て発達した工業であって，時計製作と醸造とは，毛織物
と綿布を別にすれば，当時のイギリスの重要な輸出産業
の一つである。 1798年当時クラーケンウェノレのみで
7,000名そしてセント・ノレークス教区に1,000名の懐中時
計職がし、て，このとき懐中時計12万個が生産され，その
うち7万個が輸出されていた。また，醸造はこの世紀に
大事業となり，急激に拡大しつつあった。トマス・ペナ
ントによれば， 1786年かれが挙げる最大の醸造家24名の
生政院i合計は，黒ビール 500万バーレノレ（その多くが輸
il用〕，弱いビー ノレ150万パー レノレ， テー ブノレ・ビー ノレ50
万バーレル以上で、あり，かれらの問にヴォクスホーノレの
庶民院議員サー・ジョセブ・モーベイ，ブリック小路の
サー・へン・トゥノレーマン，セント・ルータス教区のサ
ミュエル・ホイットフレッドが名を連ねているといわれ
る35）。
これらに続くものは，絹織と陶芸であり， t記の一定
の地区に集中した工業の表に記さなかったが，製靴と靴
下編みも，当時のロンドンの著しい工業のうちに挙げる
ことができる。絹織物業の始まりはエリザベスの治世に
まで湖るといわれるが，その広大の最初の契機は，周知
の1685年のユグノーの亡命であり，第二の契機は， 1750
年の原料生糸の輸入関税の低下である。一般に絹商人が
原料生糸を輸入し，次いで，撚糸職がそれを購入して織
糸をつくり，染色業者が染色したものを，親方織布職が
購入して布に仕上げ，それを呉服商 mercerに売るので
ある。しかし，呉服商が多数の親方織布職を雇って織ら
せているものがあり，また，親方織布職の中には，呉服
商の仲介なしに，上流社会の人々にときどき倉庫を開い
て直接売るものがあった36）。要するに，大小の親方織布
職が存在し，例えば， 1745年スピクルフィーノレズの親方
133名がかれらが雇っている職人の軍役を保証している
とき，平均23名を数え，その中の六つのばあいには， 60
名以上であり，さらに，その中の二つのばあいには，
100名以上であったといわれる37）。
上記の四つの職のうち製靴と靴下編みは，十八世紀前
期にすでtこ地方へ移りつつあった。製靴職においても，
親方の分化が表われており，一方に単独か徒弟1名を使
って屋根裏か露店か地下室でつくるものがあり，他方に
数千ポンドの資金を投じて，多数の職人を雇う大親方が
あっkoそして，その中聞に， 100ポンドの資金をもっ
て，小さい職場を始める親方があり，それ以外に，前記
の大親方が経営するマニュファクチュアで生産される出
来合い靴を販売する靴商人が存在した38）。 1738年までに
＜近代都市＞ロンドン〔I〕 9 
表5 イギリスの貿易， 1700-1775（年平均，単位100万ポンド）
I~ 型組日＿＿ _1~－29 Iそど… 1 50-59 60-69 70一79
輸入I 4. 7 i 5. 5 i 6. 8 ! 7. 5 I 7. 3 I 8. 4 10.8 
10.0 
4.4 
14.4 
12.8 
10.0 
5.6 
15.6 
輸 出 I 4. 5 i 4. s i 4. 9 I 5. s : 6日5 8. 7 
再輸出
輸出と再輸出 l
1. 7 2. 1 I 2. 8 I 3. 2 i 3. 6 3.5 
6.2 6. 9 : 7. 7 I 9. o l川 12.2 
表6 海外貿易におけるロンドンの占有率（1700-1770)
I 1700 I 1710 i 1720 i 1730 I 1740 I 1750 1760 
輸入i 80 i 72 I 81 I 80 I 73 i 71 72 
輸出 i 691 711 661 印！ 65 ! 62 73 
再輸出 I 86 I 80 I 85 I 83 i 75 I 70 75 
ノーザンプトンへ移り始めたのは，前記の大親方の経営
である。次ぎに，十七世紀に中部地方においても拡がり
つつあった靴下編みは，十八世紀第一・四半紀のロンド
ンにおいて，重要な産業の一つであったが， 1732年と
1750年の聞に， 2,500台の編み機のうち800台がノッテ
インガムへ移され， 1782年ころには国全体で2万台の編
み機があったのに対して，ロンドンには僅かに日0台に
すぎず，ノッティンガムには1789年に3,000台を数えた
といわれる3針。
最後に，最も重要な造船についていえば，通常のはし
けとか小舟をつくることは，船大工の仕事であるが，大
型船や特殊の船をつくるのは，造船家 shipbuilderの下
に，船大工以下それぞれ異なる職の多くのものの協力に
よるのである。島国のイギリスにとって，貿易の発展の
ためには，造船工業の発達が不可欠である。そこで，十
七・八世紀におけるイギリスの貿易とロンドンの占める
地位について，次ぎにみなければならなし、。
十七世紀の開始とともに，東インド会社がインドにお
いて貿易基地を設立して，インドのみならず中国との貿
易を試み，オランダ独立戦争を契機とする毛織物工業に
おける部門転換による南欧市場への進出と戦後の！日市場
の一部回復， 1604年におけるスベインとのネザーランド
における休戦の成立，それより 2年後のロンドンおよび
プリマス両植民会社の設立認可による北米植民地開拓の
開始等によって，イギリスの貿易が再び発展する可能性
を与えられ，事実1600年と1640年の間に， 1614・5年に
おける「コケインの計画」の失敗による一時的後退にも
かかわらず，輸出においでほぼ75%増加した。その後革
命の勃発による内乱のために，一時不安定な状態にあっ
たが， 1642年には急速に回復し， 1660年代初期までの間
に，輸出において250万ないし300万ポンドから 320万
ポンドに，そして再輸出において10万ポンド以下からほ
ぼ90万ポンドに増加した。この再輸出の増加は，北米植
民地の開発とクロンウェノレ治下に獲得した西インドの開
発および東インド貿易の発展の結果であった。そしてそ
の聞に船舶の保有トン数も， 1609-15年の 101,000から
1629年の 115,000, 1660年の162,000-200,000へ増加し
ている40>0 
この趨勢は王政復古後一層著しく，とくに1670年代と
1680年代に発展して， 1686-8年に一つのピ－？に達
し，輸出において1660年初期の410万ポンドから1臼0年
代中葉の 650万ポンドに増加し，保有船舶も1倒6年には
34万トンに達した41>。この発展は主として，地中海貿易
とくにレヴァント貿易の拡大と植民地貿易の発達に伴う
再輸出の増加に負っている。その間ロンドンの貿易は異
常に拡大し，関税収入の比較によってみると， 1670年代
以降二位のブリストルが増加倍率においてはロンドンを
凌いでいるが，つねにその9倍ないし10倍の収入額を示
している42）。そして，年代が下るに従って，ロンドンが全
体において占める比率が高くなり，十七世紀末期には，
輸入総額の80%以上，輸出総額の69%，再輸出総額の86
%，王国全体の貿易総額の77%を占めるに至った相。
表 540が示すごとし貿易増加の趨勢はその後も変わ
ることがなかったが，ほぼ半世紀の間はやや鈍化し，中
葉以後製造品の輸出の急増によって，活気を呈し， 1760
年代から再輸出が増加して，その勢に拍車をかけてい
る。しかし，その聞のロンドンの占める比率は，西イン
ドの砂糖とヴァージニアの煙草の輸入と奴隷貿易による
リヴァプール，バノレティック貿易の主要港．ニューカース
ノレおよび棉花輸入と綿布の輸出によるリヴァプールの台
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頭によって，しだし、に減じつつあり，とくに再輸出にお
いて著しかったことカ＇； 45う表646）によって知られる。そ
の聞のロンドンを基地として外国貿易に従事する船舶
は， 1705年の 157,000トンから1751年の 235,000トン，
1794年の 620,000トンに増加している叩。デフォーはす
でにテムズ川の港をみて，はしけ，小舟，遊覧船，ヨッ
トの類を除き，そこに遠海と近海を航行する大型の帆船
2,000隻以上をみいだした48）。当時の港の設備は水中ド
ック 3，乾ドック22，その他船をつなぎ，修理し，建造
するところが33ケ所あって，尚必要を充たしていた仰0
しかし，その後の貿易の拡大と船舶の大型化（それまで
の船は殆んと’喫水11-13フィートであり， 1732年にロン
ドンに所属する200トン以上の船が205隻であったのが，
1792年までに 751隻となり，水深そのものもシティの下
水溝より吐き出される沈泥で浅くなって，デトフォード
より川上には大型船が湖航することができなくなった〉，
関税が課される積み荷が陸上げされる岸壁が長さ 500フ
ィートにすぎなかったこと，さらに，水上にはしげ，石
炭船，沿岸航路船がたえず群がっていたことによって，
著しく不備となり，同世紀中葉以降不満が絶えなかっ
た。 1796年ょうやく議会がこの問題を取上げて，調査委
員会を設け， 4年後の1800年ウォッピングに西インド貿
易の船と積み荷のための専用のドック建設の礎石が置か
れた。これが5年後に開設されたロンドン・ドックであ
る。次いで，翌年にはポプラーのブラックウオールに東
インド貿易専用の東インド・ドックが開設された。かく
してこれらが事態改善の端緒となり，その後の設備の鉱
充が相次いで行なわれることとなった50）。
以上のごとき貿易の発展は， 必然的に造船業，倉庫
業，ビーノレ，蒸濁酒，火薬等の容器の樽製造業，輸入砂
糖を精製する精糖業等51)の発達を資らし，また，為替手
形の慣用と信用の長期化による金融業および海上保険業
が発展した。十九世紀前期にはロンドンの世界の金融の
中心としての地位が確立するのであるから，次ぎに，そ
の十八世紀の状態について，一言触れておくこととする。
為替手形は元来中世後期にイタリアにおいて，国際間
の取引の支払方法として，現金（鋳貨〕輸送に伴う危険
を避けるために，考案されたものであり，西欧諸国にお
いては，十六世紀中葉より一般に使用されるようになっ
ていた52）。他方，中世後期以来の商慣習によれば，貿易商
人に対して商品を提供する問屋もしくは大生産者が支払
いを受けるのは，通常当該貿易商人がその商品を輸出し
て売却し，帰り荷を持ち帰って売却した後である。もち
ろん当該貿易商人がその代金を予め支払うことがより有
利であると考えれば，自己資金か金融業者から調達した
金で支払うであろう。それはとにかく，前述の後払いの
ときの信用の期間は，通常1カ月ないし3カ月である。
しかし，貿易活動の範囲が拡まるに従って，帰航までの
期間が長期化し，植民地貿易のばあいには， 1年半を越
えることも珍しくなかった。そこで，輸出商品が目的の
港で陸上げされて売却されたところで，代金の支払いを
求める為替手形の使用が一般化したのである。銀行業の
発達はこのことと決して無縁ではなし、。 1694年に創立さ
れたイングランド銀行は，政府と貿易会社への貸付を本
業としていた。それ故に，多くの個人の貿易商人あるい
は少数のものの協力による商会のばあいには，個人の銀
行家に頼らざるをえなかった。周知のごとしその起原
は金匠 Goldsmithにあるといわれているが，十八世紀
の個人の銀行家は，ストーンズ，ホーアズ，マーティン
ズ，モカッタ，ゴールズミッド等の名が示すごとく 53',
金匠以外にも商人，外国人（ユダヤ系〉等出自が様々で
あり，資金の貸付と商業手形の割引を主要業務としてい
た。個人の銀行家として確立していたものは，アン女王
やジョージ一世の治世においては，未だ少なく，金匠，
貿易商人，その他の商人が多く傍ら副業として営むもの
であった54）。しかし，産業革命期に入って，国内の商品
取引や海外貿劾が一層発展すると，ロンドンのみならず
外港都市や地方の商業都市においても，資金需要や手形
割引の要求が急激に増加し，これに応じて，中央・地方
ともに，銀行が族生した。すなわちロンドンにおいて
は， 1760年代に35-40行， 1789年に56行， 1791年に60
行， 1795年に70行， 1806年に72行，そして1808年に77行
に増加し，他方，地方においては， 1776年までの 150行
から1790年代初期の 280行に激増しているのである目、
この発展がその後直線的に世界の金融の中心としてのロ
ンドンの貨幣市場の確立へ進展するのではなし、。その次
第については，いずれ節を改めて述べることとする。
最後に，貿易の発展に伴って興った保険業について，
その発展の跡を述べておくこととする。海上保険の発想
もまた中世後期のイタリアに湖る。イギリスにおいて
は，十七世紀の末に貿易の急激な拡大の結果損失を受け
たばあいの補償を求める要請が強まり，これに応じて，
1720年にロンドン保険商会と王立商品取引所保険商会が
創立された。海外貿易の発展とともに潜在的保険市場も
たえず鉱大され，その取引は，ジャマイカとかイェノレサ
レムのごときコーヒー・ハウスにおいて，個人的接触を
通じて行なわれた。保険市場の拡大に伴って，その取引
を仲介するブローカーが生まれ，さらに， 1780年代には
海上保険業務を専業とする業者が出現した。十八世紀初
期に，ナポレオンの全盛期とはいえ，既述の二商会が
l, 000万ポンドを越えるプレミアム収入をあげていた56＞。
このことは輸出する商品および船舶に保険をかけること
が当時一般化していたことを意味する。
海上保険と相前後して，火災保険業も始まり，前述の
二保険商会以外に，三保険商会が創設されており，十八
世紀末期には新たに六保険商会が出現した。そして，こ
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のころになると，生命保険業も始められた57>0 しかし，
これは未だ特殊であって，十九世紀に友愛組合との関連
において発展することとなるのである。
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